
加藤周一が18歳から22歳にかけて
書き綴った、思考の軌跡を凝縮。

加藤周一 
青春ノート
加藤周一著　鷲巣力・半田侑子編

総ての観念は空しいと云う、
しかし観念の空しいのは人生が空しいからである。
我々は観念によって生きているのだ。              ――加藤周一


